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Ⅰ 説明会配布資料 

１．「公共施設のこれからについてみんなで考えよう」 

 ２．校区施設の現状 
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公共施設のこれからについて
みんなで考えよう！

1財務部 資産経営課

平成30年度
地域意見交換会

公共施設とは
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公共施設の現状及び課題を知っていただく

市の考えや取組みを知っていただく

校区の公共施設の活用について考え、
これからの地域のまちづくりにつなげる

公共施設の活用について、いただいたご意見を参考
に、今後の市の計画について検討していきます。

地域意見交換会の目的

「公共施設とは」「課題A・B・C・D」「課題のまとめ」

「市の考え 公共施設のこれから」～

スライド
４～１１

スライド
１２～１４

参考資料Ⅰ－１
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意見交換のテーマ

１ 市の考えや取組みについてどう思いま
すか？

２ どうしたら学校の空き教室をもっと活
用できると思いますか？

３ どうしたら市民館等の校区にある公共
施設の利用を増やせると思いますか？

校区ごとに現状は異なりますが、長期的な豊橋市全体の
課題として考えていただき、自由なご意見をお願いいたし
ます。

公共施設とは

はじめに、公共施設にはこんな施設があります。

4

種 別 例

市民利用 ・校区市民館、地区市民館
・小学校、中学校、保育園
・地区体育館、総合体育館、野球場
・図書館
・老人福祉センター、地域福祉センター
・公会堂、プラット、アイプラザ豊橋

行政利用 ・市庁舎、窓口センター
・消防署
・資源化センター

公共施設とは
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進む！公共施設の老朽化！

人口増加に伴い公共施設は一斉に整備されてきまし
た。築後40年を超える古い建物が増えてきています。
また、学校が全体の３分の１以上を占めます。
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築後40年以上経過

【公共施設の整備状況（平成２７年３月末時点）】

課題A

インフラも老朽化が進む
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【インフラ全体（平成２７年３月末時点）】

種別 保有状況

水道施設
・管路延長：2,202km

・施設数：45施設

下水道施設
・管きょ延長：1,553km

・施設数：173施設

種別 保有状況

道路
・路線数：13,444路線

・実延長：3,439km

橋りょう ・架設数：1,304橋

河川等
・河川・排水路等延長：1,278km

・排水機場数：28箇所 その他：公園、公共駐車場

インフラは市民生活や経済産業に密接に関係し、市民生活には欠かせない

重要なものです。その重要なインフラも老朽化が進んでいます。

(多くが昭和40～50年代に整備)

インフラとは…道路、橋りょう、上下水道など、生活・経済産業を支える社会基盤。
インフラストラクチャーの略称。

課題B
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豊橋市の人口は減っていく
将来予想される人口の減少！
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（平成27年：豊橋市人口ビジョン）低位推移・・・このまま自然に出生率が推移した場合
中位推移・・・人口減少対策が効果を上げ、出生率が少し改善された場合
高位推移・・・人口減少対策が効果を上げ、出生率が大きく改善された場合

課題C-1

ますます進む少子高齢化
生産年齢人口（15～64歳）と年少人口（0～14歳）
は減少の一途をたどります。
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（平成27年：豊橋市人口ビジョン・中位推移）

56,225 51,500 46,900 43,300 42,700 43,900 44,800 43,900 41,700 39,300 38,400

243,985
234,200

228,800 224,200
215,700

204,100

188,600
178,200

170,800 165,500 160,200

76,455
90,200

96,900 100,100 103,200 106,400
113,000 115,700 116,000 114,000 110,400

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52 H57 H62 H67 H72

（人）

（年）

0～14歳 15～ 64歳 65歳以上

課題C-2



5

将来世代の負担が増えていく
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15歳～64歳

65歳以上

15歳～64歳

65歳以上

平成２２年 平成４７年 平成７２年

１人を３人で
支えている

１人を２人で
支えている

１人を1．5人で
支えている

若者の負担が増えていく

課題C-3

公共施設等にかけられるお金も減っている

社会福祉関係のお金（扶助費）が増え、

公共施設等にかけられるお金（投資的経費）は減っています。

現在のお金(投資的経費)でやりくりしようとすると、約46％の

公共施設とインフラが維持できない計算になります。

また、少子高齢化・人口減少により税収の減少が予測されます。
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※投資的経費は、道路や学校など将来残るものの形成に支出される経費
※扶助費は、社会福祉関係の法令にもとづいて支出される経費。子ども医療費助成など市独自の福祉施策の経費も含
みます

【決算額の推移（一般会計）】

課題D
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このままだと将来、悪循環を生みます

人口増加に伴い公共施設を一斉に整備・
老朽化も一斉に進行

今後、人口減少・少子高齢化が進む

市の財政・税収も厳しくなっていく

インフラの老朽化も進行

A

B

C

D

・約４６％の公共施設と
インフラが維持できない
計算になります。

課題のまとめ

・インフラは生活や経済産
業と密接に関係しているた
め量を減らすことが難しい
状況です。

地域コミュニティの衰退！

公共施設の一斉更新で
若い世代の負担増加！

このままだと将来…

小中学校の空き教室増加・
公共施設の稼働率低下！

12
地域コミュニティの確保！

公共施設にかかる将来の負担軽減！

空き教室等の有効活用！

これから目指すところ

公共施設の最適化(取組み)

施設の
複合化

施設の
長寿命化

公共施設の有効活用更新施設
の削減

地域住民が相互に
関わり、交流する
地域社会。

公共施設のこれから市の考え
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複合化とはこんなイメージ
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小学校 市民館 複合施設

小学校

市民館Ａ 集約施設市民館Ｂ

目的や機能が異なる施設を統合し、それぞれの機能を有した複合施設を整備

目的や機能が同じ施設を統合し、一体の施設を整備

▼複合化のイメージ図

▼集約化のイメージ図

市民館

長寿命化の工
事と併せて実施。

複合化と似ていますが、集約化というものもあります。

取組み

結果、公共施
設の量が減る！

小中学校

小中学校の遊休空間の活用

14

小中学校の空き教室の活用例

老人センター

児童クラブ

保育園

公民館

地域で子どもを育て見守ることが可能

老人デイサービスセンターを複合化

（京都府奈良県宇治市）

豊橋市で利活用が可能な学校数（試算）
平成２７年 小学校１３校 中学校 ３校
平成４７年 小学校２４校 中学校１２校

取組み
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意見交換の対象施設

意見交換の対象施設は、学校や市民館など校区や地区の
施設とします。全域施設や住区施設は対象としておりま
せんが、ご意見は伺います。

＜意見交換の対象施設＞

対象 利用圏域区分 具体的な施設

○

校区施設

一定範囲の市民を対象とし、教育、
レクリエーション、コミュニティ活動等
を行う施設

小学校・中学校、
校区市民館・地区市民館、
地区体育館、消防団器具庫・詰所
地域福祉センター など

×

全域施設

全市民を対象とし、各種の業務や
活動の中心となる施設

市庁舎、市民病院、保健所、
美術博物館、中央図書館、
ライフポートとよはし など

×
住区施設

居住地区の市民を対象とした施設

市営住宅

説明は以上です。ご意見をお願いします。

16

１ 市の考えや取組みについてどう思いま
すか？

２ どうしたら学校の空き教室をもっと活
用できると思いますか？

３ どうしたら市民館等の校区にある公共
施設の利用を増やせると思いますか？

校区ごとに現状は異なりますが、長期的な豊橋市全体の
課題として考えていただき、自由なご意見をお願いいたし
ます。
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遊休空間が存在する

【各学年２～４学級】【各学年１学級以下】
【面積差△９００㎡以下】

増築等の検討が必要

校区施設の現状【小学校】

小学校名
学級
数

現況
面積(A)

必要
面積(B)

面積差
(A)-(B)

小学校名
学級
数

現況
面積(A)

必要
面積(B)

面積差
(A)-(B)

大　村 6 2,941 2,972 △ 31 － 0 高　根 8 2,332 3,276 △ 944 － 0
下　地 12 4,140 4,217 △ 77 － 0 大　崎 7 3,116 2,872 244 － 0
津　田 6 2,621 2,972 △ 351 － 0 植　田 12 4,219 4,217 2 － 0
前　芝 7 3,548 3,040 508 － 0 野　依 18 4,560 5,912 △ 1,352 － 0
下　条 6 2,458 2,804 △ 346 － 0 大清水 12 4,399 4,385 14 － 0
牛　川 17 4,723 5,152 △ 429 － 0 幸 27 7,174 7,397 △ 223 － 0
旭 6 3,753 2,804 949 ○ 299 天　伯 12 3,016 4,217 △ 1,201 － 0
東　田 14 5,962 4,591 1,371 ○ 721 高　師 20 6,090 5,682 408 － 0
鷹　丘 24 5,738 6,542 △ 804 － 0 芦　原 14 4,678 4,591 87 － 0
賀　茂 6 2,130 2,468 △ 338 － 0 福　岡 19 6,239 5,509 730 ○ 80
西　郷 6 2,909 2,636 273 － 0 栄 24 7,014 6,542 472 － 0
玉　川 11 3,537 3,984 △ 447 － 0 中　野 13 5,722 4,404 1,318 ○ 668
嵩　山 6 2,401 2,804 △ 403 － 0 磯　辺 18 5,661 5,336 325 － 0
石　巻 7 3,922 2,872 1,050 ○ 400 花　田 16 5,195 5,133 62 － 0
豊 12 5,568 4,217 1,351 ○ 701 羽根井 14 5,392 5,087 305 － 0
岩　田 22 7,703 6,028 1,675 ○ 1,025 牟　呂 23 6,642 6,537 105 － 0
多　米 22 6,027 6,532 △ 505 － 0 汐　田 13 6,377 4,880 1,497 ○ 847
谷　川 6 2,084 2,804 △ 720 － 0 岩　西 17 6,815 5,320 1,495 ○ 845
二　川 14 6,936 4,591 2,345 ○ 1,695 飯　村 21 6,503 5,855 648 － 0
二川南 18 6,195 5,912 283 － 0 つつじが丘 18 6,334 6,098 236 － 0
細　谷 6 2,603 2,804 △ 201 － 0 新　川 12 4,765 4,859 △ 94 － 0
小　沢 6 2,299 2,804 △ 505 － 0 向　山 10 4,908 3,748 1,160 ○ 510
老　津 7 2,864 3,040 △ 176 － 0 松　山 12 4,570 4,672 △ 102 － 0
杉　山 13 3,238 4,572 △ 1,334 － 0 八　町 6 3,606 2,804 802 ○ 152
富士見 13 5,395 4,404 991 ○ 341 松　葉 15 4,599 4,610 △ 11 － 0
豊　南 6 2,423 2,804 △ 381 － 0 吉田方 25 7,134 6,715 419 － 0

利活用
可能

利活用
可能

【平成２７年】

小学校名
学級
数

現況
面積(A)

必要
面積(B)

面積差
(A)-(B)

小学校名
学級
数

現況
面積(A)

必要
面積(B)

面積差
(A)-(B)

大　村 6 2,941 2,972 △ 31 － 0 高　根 7 2,332 3,040 △ 708 － 0
下　地 12 4,140 4,217 △ 77 － 0 大　崎 6 3,116 2,636 480 － 0
津　田 6 2,621 2,972 △ 351 － 0 植　田 12 4,219 4,217 2 － 0
前　芝 6 3,548 2,804 744 ○ 94 野　依 26 4,560 7,633 △ 3,073 － 0
下　条 5 2,458 2,424 34 － 0 大清水 12 4,399 4,385 14 － 0
牛　川 20 4,723 5,682 △ 959 － 0 幸 20 7,174 6,186 988 ○ 338
旭 6 3,753 2,804 949 ○ 299 天　伯 12 3,016 4,217 △ 1,201 － 0
東　田 10 5,962 3,748 2,214 ○ 1,564 高　師 14 6,090 4,591 1,499 ○ 849
鷹　丘 14 5,738 4,759 979 ○ 329 芦　原 12 4,678 4,217 461 － 0
賀　茂 4 2,130 1,707 423 － 0 福　岡 14 6,239 4,591 1,648 ○ 998
西　郷 6 2,909 2,636 273 － 0 栄 18 7,014 5,504 1,510 ○ 860
玉　川 6 3,537 2,804 733 ○ 83 中　野 6 5,722 2,804 2,918 ○ 2,268
嵩　山 4 2,401 2,043 358 － 0 磯　辺 18 5,661 5,336 325 － 0
石　巻 6 3,922 2,636 1,286 ○ 636 花　田 12 5,195 4,385 810 ○ 160
豊 8 5,568 3,276 2,292 ○ 1,642 羽根井 12 5,392 4,672 720 ○ 70
岩　田 14 7,703 4,591 3,112 ○ 2,462 牟　呂 20 6,642 6,018 624 － 0
多　米 18 6,027 5,840 187 － 0 汐　田 18 6,377 5,912 465 － 0
谷　川 6 2,084 2,804 △ 720 － 0 岩　西 12 6,815 4,385 2,430 ○ 1,780
二　川 12 6,936 4,217 2,719 ○ 2,069 飯　村 18 6,503 5,336 1,167 ○ 517
二川南 14 6,195 5,147 1,048 ○ 398 つつじが丘 18 6,334 6,098 236 － 0
細　谷 6 2,603 2,804 △ 201 － 0 新　川 6 4,765 3,293 1,472 ○ 822
小　沢 6 2,299 2,804 △ 505 － 0 向　山 6 4,908 2,804 2,104 ○ 1,454
老　津 6 2,864 2,804 60 － 0 松　山 6 4,570 3,107 1,463 ○ 813
杉　山 14 3,238 4,759 △ 1,521 － 0 八　町 6 3,606 2,804 802 ○ 152
富士見 12 5,395 4,217 1,178 ○ 528 松　葉 12 4,599 4,049 550 － 0
豊　南 6 2,423 2,804 △ 381 － 0 吉田方 38 7,134 8,964 △ 1,830 － 0

利活用
可能

利活用
可能

【小学校ごとの学級数と面積】

【平成４７年推計】

P.１

（H29.3公共施設等総合管理方針）
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【面積差６５０㎡以上】

遊休空間の利活用など

の対応が必要

【面積差△９００～６５０㎡】

遊休空間が存在する

【面積差△９００㎡以下】

増築等の検討が必要

【各学年１学級以下】 【各学年４～８学級】

校区施設の現状【中学校】

【中学校ごとの学級数と面積】

【平成２７年】

中学校名
学級

数

現況

面積(A)

必要

面積(B)

面積差

(A)-(B)

北部 12 4,726 5,465 △ 739 － 0
前芝 5 2,670 3,174 △ 504 － 0
青陵 18 7,859 6,424 1,435 ○ 785
東陵 12 5,798 5,930 △ 132 － 0
石巻 12 5,873 5,465 408 － 0
豊岡 15 6,070 5,945 125 － 0
東陽 15 6,324 6,450 △ 126 － 0
二川 18 5,297 6,592 △ 1,295 － 0
五並 7 3,136 3,505 △ 369 － 0
章南 9 3,999 4,489 △ 490 － 0
高豊 10 5,317 4,813 504 － 0
南稜 21 7,166 7,075 91 － 0
高師台 20 8,129 7,026 1,103 ○ 453
本郷 17 6,614 6,980 △ 366 － 0
南部 22 7,969 7,292 677 ○ 27
南陽 16 6,667 6,624 43 － 0
羽田 15 5,829 5,945 △ 116 － 0
牟呂 17 5,755 6,433 △ 678 － 0
東部 23 7,308 7,677 △ 369 － 0
中部 17 6,815 6,798 17 － 0
豊城 9 4,854 4,688 166 － 0
吉田方 13 6,532 5,921 611 － 0

利活用

可能

【平成４７年推計】

中学校名
学級

数

現況

面積(A)

必要

面積(B)

面積差

(A)-(B)

北　部 10 4,726 4,813 △ 87 － 0
前　芝 3 2,670 2,486 184 － 0
青　陵 16 7,859 6,105 1,754 ○ 1,104
東　陵 9 5,798 4,871 927 ○ 277
石　巻 9 5,873 4,489 1,384 ○ 734
豊　岡 9 6,070 4,489 1,581 ○ 931
東　陽 12 6,324 5,930 394 － 0
二　川 13 5,297 5,793 △ 496 － 0
五　並 4 3,136 2,494 642 － 0
章　南 9 3,999 4,489 △ 490 － 0
高　豊 9 5,317 4,489 828 ○ 178
南　稜 25 7,166 7,943 △ 777 － 0
高師台 16 8,129 6,273 1,856 ○ 1,206
本　郷 13 6,614 6,285 329 － 0
南　部 16 7,969 6,105 1,864 ○ 1,214
南　陽 12 6,667 5,930 737 ○ 87
羽　田 10 5,829 4,813 1,016 ○ 366
牟　呂 16 5,755 6,273 △ 518 － 0
東　部 18 7,308 6,592 716 ○ 66
中　部 11 6,815 5,574 1,241 ○ 591
豊　城 6 4,854 3,634 1,220 ○ 570
吉田方 18 6,532 6,788 △ 256 － 0

利活用

可能

P.２

（H29.3公共施設等総合管理方針）



校区施設の現状【校区市民館・地区市民館】
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P.３

（H30.3 公共施設白書）


